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(
1
7
2
)

2
0
0
2
～
2
0
0
3
〈
第
1
9
1
5
回
例
会
〉
第
3
8
号

4
月
1
6
日
の
記
録

◎
司
	
	
会
	
小
笠
原
	
孝
会
長
	
	
	
	
◎
斉
	
	
唱
	
我
等
の
生
業

◎
ゲ
ス
	
ト	
日
本
野
鳥
の
会
常
任
理
事
	
林
	
	
吉
彦
氏

〃	
	
ア
シ
ス
タ
ン
ト	
中
塚
	
徹
朗
氏

◎
ビ
ジ
タ
ー
	
函
館
R
.
C
.
吉
川
孝
信
君
・
川
端
久
雄
君

◎
会
長
報
告
	
小
笠
原
	
孝
会
長

O
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
函
館
か
ら
創
立
3
0
周
年
記
念
式
典
の
お
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。

◎
委
員
会
報
告

●
会
長
エ
レ
ク
ト
報
告
	
北
村
	
祐
治
副
会
長

4
月
1
9
日
は
理
事
会
で
す
。
家
庭
奉
仕
・
子
供
奉
仕
。
来
季
の
テ
ー
マ
で
す
。

◎
幹
事
報
告
	
増
田
	
定
雄
幹
事

○
森
R
.
C
.
よ
り
観
桜
会
の
ご
案
内
が
参
り
ま
し
た
。
日
時
は
5
月
7
日
午
後
6
時
か
ら
、
場
所
は
青

葉
ケ
丘
公
園
で
、
ビ
ジ
タ
ー
料
3
,
5
0
0
円
で
す
。
参
加
ご
希
望
の
会
員
は
幹
事
迄
。

O
当
ク
ラ
ブ
4
月
3
0
日
の
例
会
は
自
主
体
会
に
変
更
で
す
。

O
函
館
亀
田
R
.
C
.
4
月
2
8
日
、
函
館
R
.
C
.
5
月
1
日
、
函
館
五
稜
郭
R
.
C
.
5
月
2
日
の
例
会
は
共

に
自
主
体
会
に
変
更
で
す
。

○
健
康
診
断
の
検
査
結
果
に
つ
い
て
、
来
週
の
例
会
日
1
2
時
～
1
2
時
3
0
分
の
間
に
斉
藤
先
生
が
質
問

に
応
じ
ま
す
。

◎
親
睦
活
動
委
員
会
	
崎
野
	
浩
志
委
員

ニ
コ
ニ
コ
B
O
X
投
入
報
告

小
笠
原
会
長
ⅢⅢ Ⅲ今
日
も元
気
で
す

O

Vヽ
′

十リ
■｝八い

―
′）

■日″

構肋
夕　Ｌ

ＶＡ
ｎｖ

ＤＤ
「ロ

ニ
「コ

ニ
古干

掛甘
ｍ口

仙福

(
1
7
3
,

田
畑
	
会
員
…
…
林
先
生
を
歓
迎
し
て
。

渡
部
	
会
員
…
…
戦
争
が
終
結
に
向
つ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
未
来
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

佐
々
木
会
員
…
…
ニ
コ
ニ
コ
B
O
X
に
協
力
し
ま
す
。

竹
谷
	
会
員
…
…
	
	
″

◎
卓
話
	
	
「
道
南
の
野
鳥
」	
	

日
本
野
鳥
の
会
常
任
理
事
	
林
	
	
吉
彦
氏

″	
	
ア
ン
ス
タ
ン
ト	
中
塚
	
徹
朗
氏

私
達
の
活
動
の
目
的
は
、
野
鳥
を
通
し
、
多
く
の
人
達
に
自
然
か
ら
受
け
て
い
る
恵
み
を
次
の
世
代

v
	

に
伝
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

今
日
は
、
道
南
の
鳥
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
道
南
の
自
然
の
豊
か
さ
を
ス
ラ
イ
ド
を
ま
じ
え
て
解
説

し
ま
す
。

(
キ
ビ
タ
キ
)
木
の
中
間
、
日
線
の
高
さ
を
飛
ぶ
の
で
、	
こ
れ
か
ら
良
く
見
ら
れ
ま
す
。

と
て
も
鳴
き
声
が
美
し
い
の
が
特
徴
で
す
。

日
本
の
野
鳥
は
6
1
0
種
位
、
北
海
道
で
は
こ
の
8
割
位
が
見
ら
れ
ま
す
。

特
に
道
南
は
鳥
を
見
る
の
に
良
い
場
所
で
す
。

野
鳥
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
4
つ
で
す
。

1
.
か
ら
だ
の
特
徴

2
.
鳴
き
声

3
.
見
ら
れ
る
季
節

4
.
住
ん
で
い
る
場
所

ス
ズ
メ
も
1
種
類
だ
け
で
な
く
、
日
本
で
は
3
種
類
、
世
界
で
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
種
類
の
ス
ズ

V
	

メ
が
い
ま
す
。

ス
ズ
メ
は
人
家
の
な
い
所
に
は
い
ま
せ
ん
。

(
ホ
オ
ジ
ロ
・
カ
シ
ラ
ダ
カ
	
e
t
c
)

カ
ラ
ス
に
も
何
種
類
か
い
ま
す
。
一
般
的
な
も
の
は
、
ハ
シ
ブ
ト
カ
ラ
ス
・
ハ
シ
ボ
ソ
カ
ラ
ス
な
ど

都
会
に
非
常
に
多
い
。

大
阪
で
は
ゴ
ミ
の
収
集
は
夜
行
っ
て
い
ま
す
。
東
京
は
朝
か
ら
行
い
、
エ
サ
が
あ
る
た
め
東
京
で
は

カ
ラ
ス
の
駆
除
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

私
達
は
野
鳥
の
生
態
を
調
べ
る
の
に
マ
ー
キ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

松
前
町
・
天
狗
山
・
自
神
岬
は
渡
り
鳥
の
通
り
道
と
し
て
有
名
で
す
。

松
前
は
、
下
北
の
大
間
岬
よ
り
南
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
又
、
自
神
岬
に
渡
り
鳥
が
集
ま
る
理
由
は

自神
と津
軽
竜
飛
岬
が
近
い
、
風
の
向
き
が
適
し て
い
る
こ
とな
どが
挙
げ
ら れ
ます
。


